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35 特集 1 
設計 & 検 計 言語 SystemVerilog 憶 
36 上 第 1 章 SystemVerilog, まず ココ に 注目 ! 


ーー シス テム ・ レ ベル ・ モ デリ ング 以外 の 広範 な 機能 を 単 一 言語 で 網羅 
高嶺 美 夫 


デザ イン ウェ ー ブ マガ 


第 2 章 初め て で も 使え る Verilog HDL 文法 ガイ ド 《 改 訂 版 》 


ーー Verilog HDL 2001 仕様 に 合わ せ て 改訂 
小林 優 


第 3 章 初め て で も 使え る SystemVerilog 文法 ガイ ド 
ーー 回路 記述 を 改善 し , さら に 検証 記述 を 追加 


近藤 洋 


第 4 章 SystemVerilog で 再 利用 性 の 高い 検証 環境 を 構築 
ーーPCI バス を 例 に , バス ・ レ ベル 検証 と シス テム ・ レ ベル 検証 の サン プル 記述 を 公開 
宮下 晴信 


第 5 章 SystemVerilog アサ ーション 入門 (前 編 ) 
内 部 信号 の ふる まい を ツー ル か 自動 監視 する デバ ッ グ 手法 
赤星 博 輝 


95 | Appendx SystemVerilog に 関す る 標準 化 活動 


JEITA/EDA 技術 専門 委員 会 SystemVerilog タ スク グル ー プ 


99 特集 2 

差 動 イン ター フェ ー ス を 手軽 に 使う 凍 國 
ー 数 百 Mbps 通信 に 低 コ スト FPGA を 活用 する 

100 上 上 第 1 章 差 動 イン ター フェ ー ス 活用 の メリ ッ ト を 見 る 


ーー クロ スト ー ク ・ ノ イズ が 抑え られ る わけ を 理解 する 
小暮 裕明 


108 章 低 コ スト FPGA に よる 640Mbps LVDS イン ター フェ ー ス の 実現 
ー- 簡単 ! 差 動 イ ンタ ー フ ェ ー ス 設計 
西本 桃子 

116 章 高速 シリ アル 通信 を 行う 際 の SerDes 機能 の 実現 法 


ー 一 外 付 け SerDes チッ プ vs. FPGA 内 蔵 SerDes マク ロ 
皆川 翔 
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ビヘイビア 設計 の 流れ と 今後 の 動向 


136 上 SystemC に よる ビ ヘ イ ビア 合成 (第 8 回 / 最 終 回 ) 記 


桜井 至 


1 44 | シス テム LSI 検 証 技術 入門 (第 13 回 ) 


論理 回 路 の プロ パテ ィ 栓 証 技術 (5) | 較 | 


ーー プロ パテ ィ 記 述 言語 (PSL) の 構文 と 使い か た 


藤田 昌宏 


124 | 車載 アプ リケーション ・ ソ フト ウェ ア の 移植 性 を 高め る | 同 | 


ヽ トニ ニード ドコ 
通信 仕様 と その 実装 
説 一下 位 層 を 意識 せ ず ECU 間 の イン ター フェ ー ス を 実現 する 「OSEK COM] 
服部 博行 
Column 情報 
123 組み 込み 開発 指導 者 S 級 18 読者 プレ ゼン ト 
) 辺 ノニ > ご 
度 辺 の ぼる 150 新 製 品 ・ 新 技術 ・ 業 界 情報 な ど 
134 新人 の 教育 庄 
153 読者 の 広場 
東原 朋 成 5 時 
154 次 号 予告 ・ 編 集 後記 
1928 年 昭和 3 
年 ), 京都 で 行 
われ る 昭和 天 
= 六 皇 即 位 の 即日 
編集 中 山 俊 一 / 丁 野 直樹 山上 妙 子 / 谷 智美 時 
広告 佐藤 英司 / 藤 原 悦 子 kN 上 較 。 
Art Direction&Design クニ メデ ィ ア (株 ) 9 
笹沢 記 良 / 鈴 木 亮太 / 佐 々 木 進 生 池 入 腸 / 坪 田 昌 洋 Ha 
本 文 イラ スト 佐藤 デザ イン ルー ム 佐藤 重 / 銀 田 際 2 
表紙 デザ イン AD (株 ) グラ ムシ / 田 中 知 康 / 苑 地 博 旭 ( 本 
PHOTO_@National Science Museum, Tokyo 電送 装置 を 導 
NG が 
デバ イス の 記事 ms ボード の 記事 シス テム の 記事 ー ed 
( 集積 回 中 電 子 部 品 な ど ) 同 ( PCB, 実装 技術 , ノ イズ な ど ) ( 組み 込み 機器 , ソ フト ウェ ア な ど ) 置 の 性 能 に 満足 で きず , 日 本 電気 の 丹羽 保 次 郎 氏 と 小林 正 


U ビギナー ズ 向 け の 記事 


講座 FPGA で 学ぶ Verilog HDL」, 「 割り 算 回 路 設計 , あの 手 こ の 手 」,「 実 設計 に 即 し た 紅 


度 学ぶ 電磁 気 部 の 1 


載 LAN FlexRay』 仕 様 解説 」」.「 も う 一 


世界 」,「 ここ か ら 始 め る アナ - デ ィ ジ 混 載 設計 」 は お 休み させ て いた だ きま す . 


次 氏 が 開発 し た 電磁 振動 子 の 光電 変換 方 式 に よる 装置 も 採 
明 さ れ た . これ は 社名 の 頭 文字 か ら 「 NE 式 」 と 呼ば れ た . 
当時 , だ れ に も 関心 を 示さ れ な か っ た 純 国産 装置 の 採用 は 大 
き な か け だ っ た が , 鮮明 な 写真 を 掲載 し た 第 1 報 号 外 は NE 
式 を 採用 し た 新聞 社 の も の で あり , 国産 の 技術 が 技術 先進 
国 の 欧米 と 渡り 合え る こと を 証明 し た . 国立 博物 館 所 蔵 . 


